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1.目的 

電子相関によるMott 絶縁体は多くの 3d 遷移金属

酸化物で見られる基底状態である。一方、4d、5d遷移

金属酸化物になると電子相関が弱まり金属的性質に

なり易いと予想されていた。しかし近年 5d 遷移金属酸

化物でMott絶縁体であるSr2IrO4やSr3Ir2O7などが

発見された[1]。これらの物質では電子相関に加えてス

ピン軌道相互作用がギャップ形成に重要な役割を果

たす。このとき、光学伝導度スペクトルには図１に示す

ような 2つの励起に対応する特徴的な 2つのピークが

現れることが知られている。本研究で扱う Na2IrO3は、

Ir がハニカム格子を形成し、Sr2IrO4 と同様な物性が

期待される[2]。この物質の単結晶を作製し、その物性

を測定した。 

 

2．実験方法 

Na2IrO3の焼結体は IrO2 と Na2CO3をモル比 1：

1.25 で混合し、750℃で 24 時間仮焼き、900℃で 48

時間本焼きを行なって作製した。さらに 1050 ℃に温

度を上げたあと 900 ℃まで-10 ℃/h で降温するこ

とによって単結晶を作製した。この単結晶の ab面

の電気抵抗率の温度依存性を測定した。また劈開した

面を用いて、室温で光学反射率の測定(0.1～5.0 eV)

を行った。測定に用いた結晶は最大でも 1 辺 0.4 ㎜と

小さいため、顕微分光装置を用いた。この装置を用い

て1mm以下の小さな試料の反射率を測定した実績が

なかったため、測定条件を様々に変えてスペクトルの

再現性の確認を行った。 

 

3．結果および考察 

図 2にNa2IrO3単結晶の ab面内の電気抵抗率の

温度依存性を示す。Na2IrO3 はモット絶縁体であるこ

とがわかった。 

図 3に室温でのNa2IrO3の ab面の光学反射率から

Kramers-Kronig 変換により得られた光学伝導度スペ

クトルを示す。0.6 eVと1.5 eVにピークがみられる。これ

は Sr2IrO4の光学伝導度スペクトル（0.5eV と 1eV にピ

ーク）と同様である。0.6eV のピーク（ピーク A）は Jeff = 

1/2 の lower Hubbard band から Jeff = 1/2 の upper 

Huabbard band へ、1.5eV のピーク（ピーク B）は

Jeff = 3/2 の band から Jeff = 1/2 の upper Hubbard 

band への遷移と理解される。 

 

 

 
図 2 Na2IrO3の電気抵抗率の温度依存性 

 

 
図 3 Na2IrO3の光学伝導度スペクトル 
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図 1 Na2IrO3の電子構造の概略図 
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